
綴

真
珠
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
二
十
五
年

を
迎
え
た
田
崎
真
珠
株
式
会
社
目
崎
俊

作
社
長
）
が
十
月
三
十
一
日
（
木
）
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
於
て
創
立
二
十
五
周

年
記
念
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
。
舞
台

上
に
特
製
あ
こ
や
貝
が
登
場
し
て
開
会

三
木
鮎
郎
さ
ん
の
流
暢
な
司
会
に
導

か
れ
て
田
崎
俊
作
社
長
が
「
真
珠
よ
何

も
語
る
な
、
た
だ
美
し
い
だ
け
で
い

い
」
サ
ト
ー
ハ
チ
ロ
ー
さ
ん
の
詩
を
引

用
し
感
謝
の
気
持
ち
と
今
後
の
意
欲
を

込
め
て
力
強
く
挨
拶
を
。
伊
部
恭
之
助

さ
ん
（
住
友
銀
行
会
長
）
、
押
尾
川
将
能
さ

ん
、
木
村
晃
さ
ん
（
㈱
イ
ヵ
リ
ソ
ー
ス
性
毎

の
三
人
が
揃
い
の
ハ
ッ
ピ
に
豆
絞
り
の

ハ
チ
マ
キ
で
鏡
割
り
、
西
村
金
造
さ
ん

（
全
日
本
真
珠
振
皿
芸
理
事
）
の
音
頭
で
全
員

「
乾
杯
／
，
」
の
あ
と
二
十
五
周
年
を
記

念
し
て
作
ら
れ
た
社
歌
（
作
詞
／
宮
田
達

男
、
作
皿
／
白
石
十
四
男
）
と
田
崎
真
珠
の

う
た
（
作
詞
／
竹
中
郁
、
作
り
倉
石
十
四
男
）

を
神
戸
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
斉
唱
し

た
号
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
シ
ョ

ー
」
で
粋
を
集
め
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
披

露
。
「
パ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー

ジ
」
で
は
ゲ
ス
ト
の
由
紀
さ
お
り
さ
ん

の
素
晴
ら
し
い
歌
声
が
響
き
、
圧
巻

は
田
崎
社
長
と
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
「
君
恋

し
」
。
な
か
な
か
の
美
声
で
人
柄
が
し

の
ば
れ
る
歌
い
つ
ぶ
り
に
来
場
客
（
六

百
名
）
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

た
。
今
後
の
よ
り
一
層
の
活
躍
と
発
展

に
大
き
な
期
待
を
感
じ
る
盛
大
な
パ
ー

テ
ィ
だ
っ
た
。句

１
１２８
１

麺

皇

蟻
話題のひろば

鱗
＜Ｉ＞§蕊

：
鉦

●
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
華
や
か
に

朋
周
年
に
飛
躍

田
崎
真
珠

蕊
幹
群
輔
賎
叫
韓
控

蕊蕊

､ 正ﾛ 諦守客 ｡
■ＦＩＩ

鴬

＜右＞力強く挨拶をする田崎俊作社長く中上＞（左より）木村晃、押尾川将能、伊部恭之助さんによる鏡割り
く中＞西村金造さんの音頭で全員「乾杯. " 」＜中下＞「ジュエリーファンタジーショー」＜左＞由紀さおりさ
んと楽しくデュエット
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＜Ⅱ＞

話題のひろば

１
１２９
１

蕊
⑧
第
３
回
目
を
迎
え
充
実
し
た

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

美
術
公
募
展

< 上右＞１席の竹村さんとその作品く上左＞神戸っ子賞の松井さんとその作品
く下＞表彰式に集まった審査員、主催者、受賞者たち（ローズガーデン中庭にて）

八
入
賞
作
品
Ｖ

１
席
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
賞
世
竺
博
２
席
奨
励

賞
金
重
課
郎
３
席
キ
ン
グ
ス
コ
ー
ト
賞
安
部
進

一
３
席
異
人
館
倶
楽
部
賞
宮
崎
豊
治
神
戸
っ

子
賞
松
井
憲
作
元
町
画
廊
賞
木
村
和
照
崖
秦

成
（
敬
称
略
）

三
回
目
を
迎
え
た
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

美
術
公
募
展
（
主
催
／
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
美
術
公
募
展
委
員
会
・
若
山
晴
洋
さ

ん
）
は
出
品
常
連
作
家
も
で
き
て
、
す

っ
か
り
北
野
町
の
秋
の
催
し
と
し
て
定

着
し
た
感
が
あ
る
。
今
年
も
一
八
一
点
、

去
年
を
上
ま
わ
る
出
品
数
が
あ
り
、
そ

の
中
か
ら
四
十
一
点
の
入
選
作
品
（
入

賞
は
七
作
品
）
が
十
一
月
三
日
か
ら
九

日
ま
で
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
で
展
示
さ

れ
た
。昨

年
ま
で
入
賞
は
五
点
だ
っ
た
が
、

優
秀
な
作
品
が
多
か
っ
た
せ
い
も
あ
っ

て
主
に
具
象
平
面
を
対
象
に
、
今
年
か

ら
元
町
画
廊
賞
二
席
が
新
た
に
設
け
ら

れ
て
い
る
。

さ
て
、
今
生
Ｉ
度
の
第
一
席
ロ
ー
ズ
ガ

ー
デ
ン
賞
は
豊
岡
市
存
圧
』
、
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
竹
村
一
博
さ
ん
。

生
の
草
を
植
え
た
箱
か
ら
出
た
ビ
ニ
ー

ル
の
チ
ュ
ー
ブ
が
モ
ー
タ
ー
か
ら
送
ら

れ
る
空
気
で
膨
ら
む
作
品
「
ビ
ニ
ー
ル

チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
（
草
）
」
。
生
き
た
草

と
無
機
質
の
ビ
ニ
ー
ル
と
の
対
照
の
面

白
さ
が
評
価
さ
れ
た
。

神
戸
っ
子
賞
は
、
偶
然
に
も
去
年
と

同
じ
、
松
井
憲
作
さ
ん
の
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
「
国
巳
﹈
ｇ
ｏ
門
口
＆
言
冒
、
」
だ

っ
た
。

噂
侭
輯
鑑
窮
嘩
鵠
沙
即
３
球
紗
毎
鈍
再
弛
誼
窮
蕪
無
巽
へ
鞭
唖
強
抄
評
諦
俄
蕪
諏
禰
噌
峨
論
理
毒
唖
鍛
謁
堪
独
語
唖
謬

鍔
》
器
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鶴

三逆二重一一言Ｆ－』

ＡＡＮｊ
あんち
シリ

中
・
高
・
大
学
受
験
指
導
の
進
学
教
室
を
創
め
て
三
十
年
余
り
経
ち
ま
し
た
。
毎
日
、
自
分

Ｎ
永
云
、
の
仕
事
に
愛
情
を
持
ち
、
張
り
切
っ
た
人
生
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
忙
が
し
す
ぎ
ま

す
。
雑
務
に
追
わ
れ
て
い
る
時
、
ふ
と
身
近
に
あ
る
や
き
も
の
の
皿
や
つ
ぼ
を
眺
め
る
と
不
思

い
ち
り
議
な
ほ
ど
心
が
な
ど
ん
で
い
る
自
分
に
気
が
つ
き
ま
す
。

静かに語りかける
やきものの魅力を。‘,ﾉﾘﾙI"ダ伽伽〃

|lIlIlllIlllIlllIlIlⅡI|ⅡⅡ||||ⅡⅡIlllllllⅡ'11ⅡllllllIlIIllllⅡ||||ⅡlIlNllIlⅡlllIllllIllIlllI''11||ⅢllllIlllIlⅡ'''111Ⅲ|lⅡ''''11Ⅱ1111111|ⅢⅡ

織識

IlI1I11IllIlllⅡ|ⅡIⅡ''1|Ⅱ'11111111Ⅱ''''''11111111111Ⅱ''''1ⅡⅡllIIll111I11Ⅱ''1Ⅱ11】ⅡIⅡ'''11Ⅱ1111Ⅱ111111Ⅱ|I|||ⅡIⅡ11Ⅱ|I|Ⅱ'''111Ⅱ111川lⅡ|ⅡⅡⅡ’

陰 画

塁

●
クリスマスディナー＆ショウ

神戸市葺合区磯辺通7 ( フラワーロード）ＴＥＬ( 0 7 8 》2 ３１．４１７１
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議蕊識§

宗仏

易ﾑ馬つく １２月のｹ ｽ ﾄ 上治貞子さん
ＡＮＡＮ〈浜学園塾長〉

１２月22日(士)-25日脚
於回転レストラン鳴戸( 1 5 F ）

クリスマススペシャルディナー￥6 , 0 0 0 より
（ショウタイム６:O 0 P M 7 : O 0 P M 8 : O O P M）

なお、回転レストラン鳴門では､ I ~ 味の散歩シリーズ」として、
クリスマスシーズンを除く1 2 月3 1 日まで、フオンデューをおl
人様6 , 0 0 0 円( 飲みもの. 税. サ別) でお楽しみいただけます。
雅叙園観光ＫＫ直営

，
挿
『
ｒ
回
Ｉ
Ｆ
院
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右端がヴォルフ総裁

カ
デ
ミ
ー
総
裁
・
コ
ン
ラ
ー
ト

・
ヴ
ォ
ル
フ
さ
ん
が
「
名
作
劇

場
」
の
主
旨
に
共
鳴
し
て
来
神
。

舞
台
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
て
映
画

フ
ァ
ン
た
ち
と
交
流
の
あ
と
、

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
「
須
磨
」

の
間
に
於
て
交
歓
パ
ー
テ
ィ
が

持
た
れ
友
好
を
暖
め
た
。
ヴ
オ

☆
ブ
ー
タ
ン
と
日
本
に

友
好
の
か
け
橋
が

農
業
指
導
の
た
め
ブ
ー
タ
ン

へ
赴
任
し
た
西
岡
京
治
、
里
子

夫
妻
が
十
一
年
ぶ
り
に
帰
国
し

展
示
会
や
出
版
な
ど
ブ
ー
タ
ン

の
紹
介
が
催
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
ｎ
月
Ⅳ
日
（
水
）
午
後
６
時

商
工
局
長
ペ
ム
。
ツ
ェ
リ
ン
氏

来
神
の
歓
迎
と
あ
っ
て
百
名
余

り
が
集
い
、
神
戸
と
ブ
ー
タ
ン

に
友
好
の
橋
を
か
け
る
和
や
か

な
集
い
と
な
っ
た
。

☆
巴
里
の
色
、
巴
里
の
匂
い

二
紀
会
の
西
村
功
画
伯
帰
国

初
の
水
彩
展
が
、
月
６
日
（
土
）

か
ら
元
町
画
廊
で
開
か
れ
、
集

ま
っ
た
多
勢
の
人
女
の
前
に
画

伯
の
持
ち
帰
っ
た
『
巴
里
』
が

展
覧
さ
れ
た
。
明
る
い
中
に
ス

モ
ー
キ
ィ
な
色
は
、
見
て
い
る

だ
け
で
も
ど
こ
と
な
く
シ
ャ
ン

ソ
ン
が
流
れ
て
き
そ
う
な
味
わ

月
蝿
日
ｌ
皿
日
開
か
れ
た
。
初

日
に
は
友
好
の
船
で
一
緒
に
中

国
へ
行
か
れ
た
伊
丹
三
樹
彦
、

増
田
正
和
、
小
野
真
須
美
、
長

尾
和
さ
ん
や
十
河
厳
大
先
輩
、

同
級
生
の
知
念
正
文
さ
ん
。
行

動
美
術
の
田
中
徳
喜
、
禰
宜
吉

子
さ
ん
達
が
お
祝
い
に
か
け
つ

け
秋
の
夜
を
美
術
論
や
中
国
の

一
一
会
い
の
会
円

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

ペム・ツ桑リン氏を囲む西岡夫妻

通タかイパｌノレタ易よ
産ンブれが１タで１セリ
省の’た開テンプピン貿

ル
フ
総
裁
は
現
在
の
東
ド
イ
ツ

映
画
界
屈
指
の
映
画
監
督
で
も

あ
る
。

☆
中
右
瑛
小
品
展
開
か
る

い
。
西
村
画
伯
と
フ
ラ
ン
ス
と

は
無
理
な
く
溶
け
込
ん
で
い
る

と
言
わ
せ
て
い
た
だ
け
そ
う
で

す
。
初
日
の
パ
ー
テ
ィ
に
は
二

紀
会
の
中
西
勝
画
伯
を
は
じ
め

西
村
フ
ァ
ン
が
集
い
賑
や
か
な

一
時
が
過
ご
さ
れ
た
。

☆
東
独
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁

神
戸
へ

映
画
愛
好
家
た
ち
の
手
に
よ

る
未
公
開
フ
ィ
ル
ム
上
映
会

「
こ
う
べ
名
作
劇
場
」
が
第
二

回
に
イ
ギ
リ
ス
映
画
「
兵
士
ト

ー
マ
ス
」
を
、
月
皿
、
岨
、
哩

日
の
３
日
間
神
戸
新
聞
会
館
Ｋ

Ｃ
Ｃ
ホ
ー
ル
で
上
映
。
田
日
に

は
東
京
で
開
か
れ
た
建
国
釦
周

年
記
念
「
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国

映
画
祭
」
で
来
日
中
の
芸
術
ア

131

和やかに謝恩パーティが

行
動

美
術
会

で
員
の
中

郵
右
瑛
氏

権
の
個
展

華
が
ギ
ヤ

中
ラ
リ
ー

神
戸
時

代
で
皿

ｌ●小泉パーティご案内 i
l-･･…--…･…･--…･----..--………-------…－－…｛
｜小泉パーティは
i結婚を希望する男女にお見合や愛好会｜
| によって健全なご交際のお手伝いをい！
| たします。身元の確かなことは良縁のｉ
ｉ第一条件です。身元の確かな方々の会ｉ
l 員制の集いです。
|・入会金,0,000円｡年会費,0,000円｜
iご婚礼のお買物のご相談は
| 神戸マリッジヘ（無料）
ｉ楽しいご婚礼のお買物をご予算に応じてプﾗ ﾝＩ
|ニングし、神戸の一流の専門店をご紹介いたしま！
'す。
I ＜協賛店＞
Ｉ家具の江戸屋・宝石のﾀジﾏ . ふとんのつゆきｉ
Ｉ紳士服のニッケショールーム・和装のみよしや１
１旅行の日本旅行．他各種の専門店
! 小泉パーティのご案内．入会書類ご希望の方は！
i 事務局〒6 5 0 生田区北野町３丁目１０－２
i淡島マンション105号麓078-242-0333小泉正巳ｉ
ｉお問合せ、ご連絡は午前中又は夜間に。L----…____…___---..---_________……__…________.____Ｉ

話
な
ど
で
賑
や
か
に
過
ご
し
た

☆
ガ
ウ
デ
ィ
ー
展
の
謝
恩
会

今
年
五
月
に
催
さ
れ
た
神
戸

ガ
ウ
デ
ィ
ー
展
が
大
成
功
に
終

わ
り
、
後
始
末
も
終
了
し
た
と

こ
ろ
で
そ
の
報
告
と
感
謝
を
こ

め
て
、
委
員
会
幹
事
一
同
に
よ

り
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
十
月
二

十
六
日
（
金
）
夜
、
神
戸
国
際
ホ

テ
ル
大
宴
会
場
で
開
か
れ
た
。

嶋
田
勝
次
助
教
授
、
長
島
隆

氏
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
楢
崎
四

郎
館
長
の
音
頭
で
乾
杯
、
招
待

客
約
百
名
が
集
ま
っ
て
和
や
か

な
談
笑
の
ひ
と
と
き
が
も
た

れ
、
北
島
道
生
氏
に
よ
る
謝
礼

の
言
葉
で
幕
を
閉
じ
た
。
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：

識＃

鵡
雑
藍
鷺

拍手で歓迎。子ども病院の入口

； 蕊銅
鰯

●
神
戸
を
福
祉
の
町
に
八
池
Ｖ
中
国
レ
ポ
ー
ト
そ
の
２

天
津
に
着
い
た
そ
の
日
の
午
後
、
私
た
ち
の
班
は
市
内
に
あ
る

子
供
病
院
を
訪
れ
た
。
中
国
で
最
初
に
参
観
す
る
施
設
で
あ
る
だ

け
に
、
や
や
興
奮
も
し
て
い
た
。
バ
ス
が
病
院
に
着
く
と
院
長
先

生
を
は
じ
め
、
多
く
の
医
者
や
看
護
婦
さ
ん
た
ち
が
ズ
ラ
ッ
と
並

ん
で
拍
手
で
歓
迎
を
し
て
下
さ
っ
た
。
拍
手
で
迎
え
ら
れ
る
と
、

こ
ち
ら
も
拍
手
で
こ
た
え
る
の
が
礼
儀
の
よ
う
で
、
憤
れ
な
い
う

ち
は
少
し
と
ま
ど
う
。

病
院
に
着
く
と
応
接
室
に
通
さ
れ
、
ま
ず
院
長
さ
ん
か
ら
こ
の

病
院
の
概
略
を
う
か
が
っ
た
。

子
ど
も
病
院

毎㎡

閏

外
馴
独
旧
儒
原
尤
哩
侶
川
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…
：
§
：
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こ
の
子
ど
も
病
院
は
記
年
前
の
一
九
五
六
年
に
建
て
ら
れ
、
辿

才
以
下
の
子
ど
も
が
入
院
を
す
る
。
内
科
。
外
科
。
眼
科
。
耳
鼻

科
・
口
腔
科
・
理
療
科
。
放
射
線
科
・
薬
剤
科
・
児
童
保
健
所
な

ど
が
あ
り
、
外
来
患
者
は
一
日
平
均
一
七
○
○
人
で
、
最
高
は
一
一

四
○
○
人
ほ
ど
も
あ
る
と
い
う
。
ベ
ッ
ド
数
は
四
二
六
床
で
、
医

者
約
二
○
○
人
、
看
護
婦
三
○
○
人
、
技
術
関
係
者
二
○
○
人
、

庶
務
関
係
を
含
め
る
と
九
○
○
人
ほ
ど
の
職
員
が
い
る
。

こ
の
病
院
で
は
教
育
・
予
防
。
研
究
に
重
点
を
お
い
て
い
る
と

い
う
。
医
科
大
学
の
学
生
に
実
習
の
場
を
提
供
し
、
児
童
保
健
所

は
予
防
を
指
導
す
る
た
め
に
予
防
注
射
を
し
た
り
衛
生
知
識
の
教

育
や
普
及
を
行
う
。
ま
た
医
療
隊
を
派
遣
し
て
各
地
域
で
治
療
を

し
た
り
、
工
場
や
農
村
で
は
だ
し
の
医
者
を
養
成
し
た
り
し
て
い

る
。
病
院
の
し
く
み
を
だ
い
た
い
頭
に
入
れ
て
か
ら
、
白
衣
に
着

が
え
て
子
ど
も
た
ち
の
病
棟
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
病
院
の
中

や
病
棟
は
日
本
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
一
才
や
二
才
の
子
ど
も

た
ち
が
親
か
ら
離
れ
て
一
人
で
入
院
し
て
い
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
泣

い
て
い
な
い
の
は
意
外
な
感
じ
も
し
た
。

あ
る
病
棟
で
小
学
生
の
男
の
子
が
針
治
療
を
し
て
い
る
の
を
見

る
機
会
が
あ
っ
た
。
頭
が
グ
ラ
グ
ラ
と
し
て
落
ち
着
き
が
な
い
の

で
看
護
婦
さ
ん
が
頭
や
首
に
針
を
何
本
か
ぐ
い
ぐ
い
と
刺
し
こ
ん

で
い
く
が
子
ど
も
は
痛
く
も
何
と
も
な
い
と
い
う
。
看
護
婦
さ
ん

に
聞
く
と
針
を
２
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
入
れ
る
と
い
う
。
一
回
に
針
を

五
分
間
刺
し
、
毎
日
一
回
の
治
療
を
十
日
間
続
け
る
。
「
盲
腸
も

手
術
を
せ
ず
に
針
で
な
お
し
ま
す
」
と
看
護
婦
さ
ん
は
言
っ
た
。

が
、
我
々
は
み
な
半
信
半
疑
の
よ
う
な
顔
つ
き
を
し
て
い
た
。
い

首と背中に鉢を刺して治療中

橋
本

瀞麓蕊鶴噌
明
八
社
団
法
人
「
家
庭
養
護
促
進
協
会
」
事
務
局
長
Ｖ

騨
溌
瀞
舞
唖
滋… 篭
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「
産
児
制
限
が
厳
し
い
よ
う
で
す
が
…
…
」

「
一
人
っ
子
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
三
人
以
上
子
ど
も
を
産
む
と

昇
給
や
昇
格
停
止
で
罰
金
を
と
ら
れ
ま
す
。
人
口
増
加
率
を
低
く

押
さ
え
る
た
め
に
晩
婚
（
妬
才
以
上
）
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
」

さ
ま
ざ
ま
な
多
く
の
質
問
に
一
つ
一
つ
真
剣
に
答
え
て
下
さ

り
、
拍
手
に
送
ら
れ
な
が
ら
私
た
ち
は
子
ど
も
病
院
を
後
に
し
た
。

「
以
前
は
金
持
ち
の
子
ど
も
し
か
入
院
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
で
は
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
生
命
と
健
康
が
守
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
話
す
看
護
婦
さ
ん
の
誇
ら
し
げ
な
笑

顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

ろ
ん
な
内
臓
の
障
害
や
奇
形
を
伴
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
入
院
し
て

い
た
。
生
後
一
カ
月
未
満
の
新
生
児
室
に
入
る
時
は
靴
を
脱
い
で

ス
リ
ッ
パ
に
は
き
か
え
た
。
「
新
生
児
室
に
は
立
入
禁
止
で
す
が
、

今
日
は
日
本
か
ら
の
お
客
さ
ま
の
た
め
に
特
別
に
許
可
し
ま
す
」

と
看
護
婦
さ
ん
の
お
言
葉
。
生
後
数
日
か
ら
数
週
間
の
新
生
児
を

ガ
ラ
ス
越
し
に
見
て
い
る
と
日
本
の
乳
児
院
の
子
ど
も
た
ち
の
顔

と
重
な
っ
た
。

最
後
に
案
内
さ
れ
た
部
屋
で
は
五
、
六
人
の
幼
児
が
私
た
ち
に

「
春
が
来
た
」
「
さ
く
ら
」
「
大
き
な
栗
の
木
の
下
で
．
．
…
・
」
な
ど

を
と
て
も
上
手
に
歌
っ
て
く
れ
た
。
こ
こ
で
は
回
復
に
む
か
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
に
機
能
訓
練
と
し
て
歌
や
踊
り
な
ど
を
教
え
て

心
身
の
回
復
を
は
や
め
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
病
院
で
は
漢
方
医
学
も
重
視
し
、
す
べ
て
の
病
気
の
治
療

に
は
漢
方
医
学
と
西
洋
医
学
の
両
方
で
治
療
を
行
い
、
大
変
成
果

が
あ
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
西
洋
医
学
は
熱
が

出
れ
ば
熱
を
下
げ
る
だ
け
、
咳
が
出
れ
ば
咳
を
止
め
る
だ
け
で
薬

を
与
え
つ
づ
け
る
と
副
作
用
が
伴
な
い
、
抵
抗
力
が
な
く
な
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
る
が
、
東
洋
医
学
は
常
に
身
体
全
体
を
診
ま
す
」

と
院
長
さ
ん
は
強
調
さ
れ
た
。

病
院
の
見
学
を
終
え
て
い
く
つ
か
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

「
医
療
隊
を
農
村
へ
派
遣
す
る
目
的
は
？
」

「
一
つ
に
は
は
だ
し
の
医
者
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
こ
と
。
二
つ
め

に
農
村
の
衛
生
活
動
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
農
村
の
優
秀
な
青
年

が
短
期
間
の
訓
練
を
う
け
て
は
だ
し
の
医
者
に
な
る
の
で
す
が
、

昨
年
か
ら
ラ
ジ
オ
の
通
信
講
座
で
も
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
り
は

だ
し
の
医
者
に
な
る
た
め
に
試
験
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

「
日
本
で
は
側
湾
症
の
子
ど
も
や
す
ぐ
骨
折
を
す
る
子
ど
も
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
で
は
？
」

「
姿
勢
の
悪
い
側
湾
症
の
子
は
い
ま
せ
ん
。
骨
折
は
こ
ち
ら
も
多

い
で
す
よ
」

上。直復しつつある子どもに歌や踊りを教えるレクレーションルーム

左・看護婦さんに抱かれて笑う赤ちゃん
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は
多
い
で
す
よ
。

近
藤
ビ
ル
が
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
は
な
い
と
思
う
ん

都
で
す
。
ピ
ル
自
》
身
に
個
性
が

蝿
あ
れ
ば
い
い
、
そ
し
て
勿
論

雷
ビ
ル
の
中
に
入
る
店
の
個
性

循
も
重
要
。
だ
か
ら
。
ハ
ル
。
ハ
ロ

ー
ー
ヘ
ー
レ
の
店
は
選
び
ま
し
た

力
よ
・

昭
和
の
は
じ
め
、
ハ
イ
カ
ラ
・
モ
ト
マ
チ
族
の
い
た
元
町
に
こ

の
秋
ネ
オ
・
モ
ト
マ
チ
族
が
誕
生
。
こ
れ
は
元
町
三
丁
目
の
マ
ス

ヤ
が
改
装
し
て
三
階
》
建
て
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
「
パ
ル
パ
ロ
ー

レ
」
に
変
身
、
オ
ー
プ
ン
の
宣
伝
用
キ
ャ
ッ
チ
。
コ
ピ
ー
に
使
わ

れ
た
言
葉
。

今
月
は
マ
ス
ャ
の
社
長
で
パ
ル
パ
ロ
ー
レ
の
オ
ー
ナ
ー
近
藤
常

吉
さ
ん
に
、
ネ
オ
・
モ
ト
マ
チ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
伺
う
。

ｌ
バ
ル
バ
ロ
‐
し
の
オ
‐
プ
ン
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．

最
初
に
ネ
オ
じ
や
な
い
オ
ー
ル
ド
元
町
、
マ
ス
ャ
の
開
店
頃
の
お

話
か
ら
。

近
藤
大
正
十
一
年
に
親
父
が
始
め
た
ん
だ
け
ど
、
最
初
は
イ
ン

テ
リ
ア
の
別
注
屋
だ
っ
た
。
工
務
店
の
下
請
け
を
し
て
い
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
元
町
通
り
は
小
売
り
の
商
店
の
方
が
得
な
ん
で
す

ね
、
そ
れ
で
、
婦
人
服
の
小
売
り
に
変
え
た
。

ｌ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
意
味
じ
ゃ
似
て
ま
す
ね
。

近
藤
違
い
ま
す
よ
、
や
っ
ぱ
り
服
は
自
分
で
作
る
の
だ
か
ら
ず

●

ＦＡＳＨＩ０Ｎ

詞
因
弔
。
厨
畠

難蕊鍵
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勘

ら
で
す
よ
。

ｌ
今
で
も
マ
ス
ャ
は
生
地
屋
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す

ね
。近

藤
マ
ス
ャ
全
体
の
八
割
を
占
め
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

ｌ
バ
ル
パ
画
ｌ
し
に
マ
ス
ャ
何
と
か
と
い
う
ブ
テ
ィ
ッ
ク
が
沢

山
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

近
藤
六
店
あ
り
ま
す
。
生
地
屋
の
マ
ス
ヤ
ス
タ
ッ
フ
、
オ
ー
ダ

１
サ
ロ
ン
、
あ
と
若
い
人
向
き
に
カ
ミ
ー
ノ
、
エ
ル
モ
サ
、
ヤ
ン

グ
ミ
セ
ス
向
け
の
マ
ー
ベ
ラ
ス
、
ベ
セ
ー
ル
で
す
。

ｌ
こ
う
い
う
ピ
ル
を
建
て
ら
れ
た
の
は
「
元
町
復
権
」
を
目
指

し
て
お
ら
れ
る
？

近
藤
同
じ
元
町
で
も
横
浜
に
比
べ
る
と
神
戸
の
元
町
は
あ
ん
ま

り
話
題
性
が
な
か
っ
た
。
三
宮
に
人
が
流
れ
た
の
は
そ
の
せ
い
な

ん
で
す
ね
、
だ
か
ら
話
題
を
提
供
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。

ｌ
と
は
い
っ
て
も
元
町
フ
ァ
ン
は
今
で
も
多
い
。
ビ
ル
が
乱
立

し
て
い
な
い
し
、
丁
寧
な
小
売
り
の
商
店
が
多
い
か
ら
と
い
う
人

ネ
オ
・
モ
ト
マ
チ
族
の
歩
く
街

近
藤
常
吉
〈
マ
ス
ャ
社
長
〉

神
戸
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
と
オ
ー
ナ
ー
／
パ
ル
パ
ロ
ー
レ

マーベラス店長山城芳枝さん

っ
と
面
白
い
。

ｌ
そ
の
頃
の
婦
人
服
店
は

ど
ん
な
物
を
置
い
て
い
た
の

で
す
か
。

近
藤
婦
人
服
と
い
っ
て
も

と
っ
か
か
り
の
頃
や
か
ら
、

今
で
い
う
洋
装
店
の
こ
と
で

生
地
売
り
が
主
で
し
た
ね
。

既
製
品
は
戦
後
に
な
っ
て
か
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ｌ
個
性
と
い
う
の
は
神
戸
ら
し
さ
元
町
ら
し
さ
の
こ
と
？

近
藤
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
と
い
う
こ
と
で
、
神
戸
に
店
は
増
え

た
の
で
す
が
、
神
戸
ら
し
い
店
が
増
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
逆
に

以
前
の
方
が
ま
だ
〃
神
戸
に
来
た
な
″
と
い
う
何
か
が
あ
り
ま
し

た
よ
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
い
う
〃
ら
し
さ
の
追
求
″
が
ど
こ
と

も
大
事
で
し
ょ
う
。

ｌ
そ
こ
で
、
ネ
オ
・
モ
ト
マ
チ
と
い
う
言
葉
が
で
て
く
る
わ
け

で
す
ね
。

近
藤
元
町
族
と
い
う
の
は
、
本
物
志
向
で
垢
抜
け
し
た
人
た
ち

だ
と
定
義
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

も
と

の
基
で
あ
っ
た
と
も
考
え
て
い
る
ん
で
す
。

店
長
さ
ん
か
ら
一
言

★
マ
ー
ベ
ラ
ス
、
ベ
セ
ー
ル
の
店
長
山
城
芳
枝
さ
ん

ｌ
お
店
の
特
徴
か
ら
．

「
マ
ー
ベ
ラ
ス
は
マ
ス
ヤ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
レ
タ
、
ベ
セ
ー
ル
は

ベ
セ
ー
ル
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
お
い
て
い
ま
す
。
ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、
お
母
様
と
一
緒
に
買
い
に
来
ら
れ
る

爵鵜

鴬灘議蕊蕊議鍵鍵鵜蕊鶏議鱗灘

繊驚

識
評
・
砂

軍
Ⅱ
齢

》
繊
鍵
霧
鱗

鍵

霞

お
嬢
様
も
多
い
で
す
ね
」

ｌ
ｌ
神
戸
ら
し
い
で
す
ね
。
元
町
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

「
流
行
に
左
右
さ
れ
な
い
本
当
に
い
い
物
を
選
ぶ
の
が
元
町
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
で
し
ょ
う
ね
。
私
は
洋
裁
学
校
出
身
の
せ
い
か
、
服
を

売
る
時
に
そ
の
服
が
持
つ
ロ
マ
ン
を
考
え
て
し
ま
う
ん
で
す
。
そ

う
い
う
の
が
元
町
通
り
の
売
り
方
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
」

☆
カ
ミ
ー
ノ
、
エ
ル
モ
サ
の
店
長
坂
本
勝
弘
さ
ん

ｌ
そ
れ
ぞ
れ
の
店
の
個
性
は
？

「
カ
ミ
ー
ノ
は
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な
も
の
、
エ
ル
モ
サ
は
エ
レ
ガ
ン

ト
な
も
の
を
扱
い
ま
す
。
若
い
人
と
い
う
よ
り
お
酒
落
な
人
が
お

客
様
に
多
い
で
す
ね
。
売
り
な
が
ら
〃
着
こ
な
し
の
提
案
″
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

ｌ
元
町
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
い
か
が
で
す
か
。

「
流
行
を
追
う
こ
と
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
と
い
う
こ
と
も
大
事
だ

と
は
思
い
ま
す
が
、
元
町
と
い
う
場
所
は
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
い
け
な

い
。
品
質
の
良
さ
が
重
視
さ
れ
る
の
で
す
ね
。
で
も
そ
れ
だ
け
で

十
年
も
着
れ
る
服
と
い
う
の
は
、
私
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
え
る

か
な
と
疑
問
に
思
う
ん
で
す
」

鰯
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§

フ
ォ
ー
ク
・
メ
ッ
カ
を
ゆ
く

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
毎
夜
の
よ
う
に
出

演
し
て
い
る
。
日
本
の
フ
ォ
ー
ク
シ
ン

ガ
ー
と
し
て
は
初
め
て
、
不
安
と
期
待

の
中
で
歌
っ
た
け
ど
、
ア
ン
コ
ー
ル
の

連
続
で
、
僕
の
演
奏
に
答
え
て
く
れ

た
。グ

レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
・
バ
ス
の
車
窓
か

ら
流
れ
て
ゆ
く
景
色
、
ま
さ
に
広
大
な

大
陸
な
の
だ
。
一
日
十
時
間
以
上
も
バ

ス
の
中
に
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ア

ト
ラ
ン
タ
、
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ス
タ
ン

の
メ
ッ
カ
・
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
、
セ
ン
ト

ル
イ
ス
、
そ
し
て
コ
ー
ン
・
カ
ン
ト
リ

ー
の
イ
リ
ノ
イ
州
へ
、
た
だ
ひ
た
す
ら

と
う
も
ろ
こ
し
畑
の
中
を
北
に
ま
っ
す

ぐ
の
び
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
走
っ
て
行
っ

た
。
小
さ
な
町
の
ク
ラ
ブ
で
は
ア
メ
リ

カ
人
の
バ
ン
ド
を
バ
ッ
ク
に
し
て
歌
っ

た
。
学
校
へ
も
訪
問
し
た
。
あ
ど
け
な

い
子
供
達
の
笑
顔
の
中
で
、
プ
レ
・
ラ

ン
チ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
た
の
だ
。
お

礼
に
子
供
達
か
ら
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
こ
れ
は
僕
の
最
良
の
宝
物
、
涙

が
出
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
。
教
育
委

員
会
か
ら
も
感
謝
状
を
も
ら
っ
た
。
僕

も
日
米
親
善
に
一
役
買
っ
た
と
い
う
わ

け
だ
。

サンタモニカ桟橋にて

ア
メ
リ
カ
は
僕
の
体
臭
に
ピ
ッ
タ
リ

の
国
。
二
か
月
間
の
今
回
の
ア
メ
リ
カ

旅
行
は
、
素
晴
ら
し
い
音
楽
と
人
に
出

会
う
旅
だ
っ
た
。
ロ
ス
に
始
ま
り
ニ
ュ

ー
ョ
ー
ク
ヘ
、
そ
し
て
シ
ス
コ
に
終
わ

る
大
陸
横
断
一
本
勝
負
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
グ
リ
ー
ー
ッ
ジ
・
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
は
、
ゴ
ミ
バ
コ
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
み
た
い
な
所
、
僕
の
大
好
き
な

街
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
歌
っ
た
。
「
フ

オ
ー
ク
シ
テ
ィ
」
は
、
あ
の
ボ
ブ
・
デ

ィ
ラ
ン
や
サ
イ
モ
ン
と
ガ
ー
フ
ァ
ン
ク

ル
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
フ
ォ
ー
ク
の
登
竜

門
。
「
ア
ザ
ー
エ
ン
ド
」
は
、
一
流
の

Ｉ

鐘
１
３６
１

「
ロ
キ
シ
ー
・
シ
ア
タ
ー
」
に
て

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



〒昼o 神戸市牛､ 寅冒ＺｍｎＴ目誕喬蛇

ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ン
ズ
で
は
、
ア
イ
リ

ッ
シ
ュ
・
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
デ

キ
シ
ー
を
楽
し
む
。
も
ち
ろ
ん
食
い
し

ん
坊
の
僕
だ
か
ら
ジ
ャ
ン
バ
ラ
ヤ
に
代

表
さ
れ
る
ク
レ
オ
ー
ル
料
理
は
き
っ
ち

り
味
わ
っ
て
来
ま
し
た
よ
。

ロ
ス
に
来
た
ら
い
つ
も
僕
は
ハ
リ
ゥ

ッ
ド
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
。
音
楽
仲
間

も
多
い
し
、
行
き
つ
け
の
レ
ス
ト
ラ
ン

も
あ
る
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
専
門
店
、
年
中
セ
ー
ル
を

や
っ
て
い
る
ジ
ー
ン
ズ
・
シ
ョ
ッ
プ
、

仮
面
を
売
っ
て
い
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
お
も
し
ろ
い
お
店
で
い
っ
ぱ
い
な

の
だ
。
そ
れ
に
よ
く
有
名
な
映
画
ス
タ

ー
や
歌
手
が
や
っ
て
来
る
。
夜
十
時
、

僕
の
足
は
、
サ
ン
セ
ッ
ト
の
ロ
キ
シ
ー

ヘ
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
安
価
な

入
場
料
で
ピ
リ
ー
・
プ
レ
ス
ト
ン
や
リ

タ
・
ク
ー
リ
ッ
ジ
等
、
気
軽
に
聞
け
る

か
ら
だ
。
そ
れ
か
ら
夏
期
に
は
、
夜
、

野
外
で
の
星
空
の
下
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

あ
る
。
ナ
タ
リ
ー
。
コ
ー
ル
は
最
高
。

ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
通
り
を
ロ
ー
ラ
ー
ス

ご
ジ
ョ
イ
ン
ト
情
報
広
場

★
年
末
年
始
の
営
業
時
間
は

狸
／
４
日
か
ら
鋤
日
ま
で
夜
８
時
ま
で
営
業
誕
日
琢
夜
７
時
ま
で
営
業
年
始
は
１
／
４
か
ら
平
常
通
り
営
業

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

バ
ー
ン
ズ
バ
ザ
ー
ル

半
期
に
一
度
の

目
玉
商
品
は
恒
例
に
な
り
ま
し
た
国
内
一
流
ブ
ラ
ン
ド
ジ
ー
ン
ズ
の
セ
コ
商
品
が
千
円
、
二
千
円
、
三
千
円
均
一
″

ダ
ウ
ン
ベ
ス
ト
も
破
格
価
格
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
コ
ー
ナ
ー
に
よ
り
す
ぐ
っ
た
（
含
喫
茶
店
）
お
買
徳
品
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
来
店
を
。

皿
月
７
日
か
ら
鯛
日
ま
で
。

1３７

鐸
鱗
．
始
鍾

謡

フォークのメッカ「ＦＯＬＫＣＩＴＹ」の入口
（グリニッジピレッジ）

一流ミュージシャンが出演しているライヴハウス
「ＯＴｒＩＩｍＲＥＮＤ」

ケ
ー
ト
で
走
る
黒
人
の
男
の
子
、
ハ
ァ

ハ
ァ
言
い
な
が
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
る

白
人
の
お
じ
さ
ん
。
季
節
に
関
係
な
く

セ
ー
タ
ー
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、

皮
コ
ー
ト
、
み
ん
な
自
分
の
好
き
な
よ

う
に
着
て
い
る
。
画
一
的
な
服
装
は
決

し
て
し
な
い
。
た
と
え
何
か
流
行
し
て

も
、
自
分
に
合
わ
な
い
物
は
受
け
つ
け

な
い
。
こ
の
国
で
は
真
の
個
性
が
育
つ

の
だ
。十

月
の
あ
る
朝
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
劇

場
の
前
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
へ
行
く

途
中
、
空
か
ら
冷
た
い
も
の
か
落
ち
て

来
た
。カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
シ
ャ
ワ
Ｉ
な
の

だ
。
み
ん
な
喜
ん
で
い
る
。
僕
も
こ
れ

が
初
め
て
の
経
験
、
傘
な
ん
か
い
ら
な

か
っ
た
。
雨
に
唄
え
ば
、
僕
の
ジ
ー
ン

ズ
が
息
を
吹
き
か
え
し
た
。

中
年
の
婦
人
が
僕
に
話
し
か
け
て
き

た
。

〃
ど
こ
の
州
か
ら
来
た
の
〃

貢
昌
の
津
日
『
ず
８
耳
目
シ
日
の
己
８
．
ご

ｼ ｰ ﾆ ﾝ ヶﾗ ｲ ﾌ ･ スlデー･シゴイント

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



蕊 ＜2 4 ＞

占

美
人
を
ず
ら
り
－
シ
と

並
べ
給
え

愚

１
１３８
１

淀
川
長
治
八
映
画
評
論
家
Ｖ

こ
れ
が
本
誌
編
集
嬢
か
ら
の
お
電
話
で

ド
あ
り
ま
し
た
。
美
人
を
ず
ら
り
－
シ
と
？

池
編
集
嬢
よ
、
こ
れ
は
ひ
と
昔
ま
え
の
こ

討
と
な
ん
で
す
よ
。
若
き
日
の
オ
ー
ド
リ
ー
。

トス
可
愛
い
か
つ
た
モ
ン
ロ
ー
。
「
愛
情
物
語
」

麦
の
キ
ム
・
ノ
ヴ
ァ
ク
。
「
風
と
共
に
去
り

↑
ぬ
」
の
ヴ
ィ
ヴ
イ
ア
ン
・
リ
ー
。

ノ

あ
の
声
」
ろ
ま
で
は
美
人
は
ぞ
く
ぞ
く
と

並
ん
で
お
見
せ
も
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
…
い
ま
や
…
美
人
じ
ゃ
駄
目
な
ん
で

ダ
す
。
そ
ん
な
に
お
よ
ろ
こ
び
に
な
ら
な
い

》
で
あ
な
た
。

フ

×

↓
い
ま
は
見
と
れ
さ
せ
る
だ
け
で
は
駄
目

エジ
な
ん
で
す
。
画
面
に
ひ
っ
ぱ
り
こ
ま
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
掴
ん
で
ね
じ
ふ
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

誰
を
？
…
観
客
で
す
よ
。
こ
れ
全
身
エ

ネ
ル
ギ
ィ
の
か
た
ま
り
み
た
い
な
女
性
の

ン
時
代
に
な
つ
ち
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

露
そ
の
代
表
が
…
バ
ー
ブ
ラ
・
ス
ト
ラ
イ

ン
サ
ン
ド
で
あ
り
ま
す
。
彼
女
が
画
面
に
大

アー
き
な
鼻
を
う
ご
め
か
し
て
出
て
き
た
だ
け

訓
で
面
白
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
面
白
い

し
．
．
．
と
い
う
こ
と
が
…
美
し
い
と
い
う
妙
な

サ
ッ
カ
ク
を
観
客
に
あ
た
え
て
し
ま
う
の

だ
か
ら
フ
シ
ギ
な
の
で
あ
り
ま
す
。

象
の
目
と
サ
メ
の
口
と
顔
じ
ゅ
う
鼻
だ

ら
け
み
た
い
な
偉
大
な
る
鼻
の
持
主
の
女

を
美
し
い
と
は
。
こ
れ
が
・
・
・
実
は
動
き
だ

し
、
し
ゃ
べ
り
だ
す
と
美
し
く
な
っ
て
く

る
み
た
い
に
。
：
彼
女
の
魔
力
に
ひ
っ
か
か

っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
フ
シ
ギ
な
の
で
あ

り
ま
す
。

こ
ん
ど
「
メ
ー
ン
・
イ
ベ
ン
ト
」
と
い

う
彼
女
の
映
画
が
正
月
映
画
と
し
て
や
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ

ー
ン
は
香
水
の
ピ
ン
の
口
か
ら
香
水
を
喚

い
で
い
る
男
の
鼻
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
香
水
の
ピ
ン
は
次
の
男
の
喚
ぐ
鼻
に
移

り
ま
す
。
そ
し
て
つ
づ
い
て
次
の
男
の
鼻

に
移
り
、
や
が
て
偉
大
な
る
最
大
の
女
の

鼻
が
そ
の
香
水
の
ピ
ン
の
口
に
近
づ
い
た

と
こ
ろ
か
ら
キ
ャ
メ
ラ
を
引
き
ま
す
。
こ

れ
が
バ
ー
ブ
ラ
の
初
登
場
．
香
水
会
社
の

女
社
長
。
か
か
る
会
社
の
女
社
長
ゆ
え
毎

日
欠
か
ざ
ず
美
容
体
操
を
い
た
し
ま
す
。

両
足
を
ひ
ろ
げ
腰
を
曲
げ
、
自
分
の
ア
タ

マ
を
自
分
の
マ
タ
の
あ
い
だ
に
つ
っ
こ
ん

で
、
マ
タ
の
あ
い
だ
の
顔
を
前
後
に
動
か
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津
議
騨
懲
議
灘

鹿
出
④
戸

メリナ・メルクーリ

錨溌

す
運
動
。
つ
ぎ
は
腹
を
ひ
つ
こ
め
お
シ
リ

を
う
し
ろ
へ
思
い
っ
き
り
つ
き
だ
し
胸
を

張
り
、
そ
し
て
自
分
の
腰
を
は
げ
し
く
前

に
う
し
ろ
に
ピ
ス
ト
ン
さ
な
が
ら
に
動
か

す
運
動
。
御
想
像
あ
そ
ば
せ
。
い
か
な
る

ワ
イ
セ
ッ
な
る
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
ち
ま
う

か
。
だ
か
ら
美
人
と
い
う
ガ
イ
ネ
ン
か
ら

申
せ
ば
ピ
ジ
ン
の
カ
ザ
カ
ミ
に
も
お
け
ぬ

ハ
レ
ン
チ
オ
ナ
ゴ
、
こ
れ
が
こ
の
映
画
、

だ
ん
だ
ん
見
て
い
る
う
ち
に
こ
の
オ
ナ
ゴ

が
可
愛
い
く
、
し
か
も
美
人
に
見
え
て
く

る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
日
の
戸
美
人
）

は
か
み

は
中
恥
味
で
勝
負
。
ツ
ラ
で
き
め
る
と
い
う

ご
と
き
幼
稚
さ
を
捨
て
給
え
と
い
う
時
代

に
相
成
り
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

×

「
グ
ッ
鐙
ハ
イ
・
ガ
ー
ル
」
の
マ
ー
シ
ャ
・

メ
イ
ス
ン
も
「
チ
ャ
イ
ナ
。
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
の
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ォ
ン
ダ
も
、
ま
し

て
「
ノ
ー
マ
・
レ
イ
」
の
サ
リ
ー
・
フ
ィ

ー
ル
ド
に
い
た
り
ま
し
て
は
十
年
前
な
ら

ス
タ
ヂ
オ
の
げ
ん
か
ん
か
ら
放
り
だ
さ
れ

で
あ
り
ま
し
ょ
う
ブ
ス
の
う
に
ニ
ゴ
リ
の

あ
る
女
。
そ
れ
が
今
や
注
目
の
女
優
。
注

目
の
女
優
と
は
、
今
で
は
美
人
に
ひ
と
し

い
評
価
を
に
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、

か
く
て
男
が
美
女
に
化
け
た
坂
東
玉
三
郎

と
は
反
対
に
オ
ナ
ゴ
が
最
も
お
そ
ろ
し
き

オ
ト
コ
に
化
け
た
と
で
も
申
し
た
い
ツ
ラ

が
ま
え
の
「
女
の
叫
び
」
の
メ
リ
ナ
。
メ
ル

ク
ー
リ
。

×

馬
鹿
い
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
。
「
シ
ャ

レ
ー
ド
ね
」
の
フ
ァ
ラ
・
フ
オ
ー
セ
ッ
ト
、

「
グ
リ
ー
ス
」
の
オ
リ
ビ
ア
・
ニ
ュ
ー
ト
ン

・
ジ
ョ
ン
、
「
ロ
ッ
キ
ー
」
の
ダ
リ
ア
・
シ

ァ
イ
ア
、
そ
れ
に
「
ハ
ノ
ー
バ
ー
・
ス
ト
リ

ー
ト
」
の
レ
ス
リ
ー
・
ア
ン
・
ダ
ウ
ン
…

ち
よ
い
と
ア
タ
マ
を
ひ
ね
る
ま
で
も
な
く

く
ち

サ
ッ
と
こ
れ
だ
け
の
美
人
女
優
が
口
に
出

る
じ
ゃ
な
い
。
メ
リ
ナ
・
メ
ル
ク
ー
リ
や

サ
リ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
に
美
を
カ
ン
じ
る

な
ん
て
…
ち
と
ア
タ
マ
が
ど
う
か
し
て
ん

じ
や
な
い
の
。

×

そ
う
お
っ
し
ゃ
る
そ
ち
ら
サ
マ
の
方
が

ち
と
ド
タ
マ
が
ど
う
か
し
と
る
ん
と
ち
が

い
ま
シ
か
。
フ
ァ
ラ
・
フ
オ
ー
セ
ッ
ト
ま

さ
に
白
痴
美
ね
。
オ
リ
ピ
ァ
・
ニ
ュ
ー
ト

ン
・
ジ
ョ
ン
こ
れ
ぞ
靴
下
広
告
の
カ
ン
バ

ン
の
ペ
ン
キ
絵
み
た
い
。
ダ
リ
ア
・
シ
ァ

イ
ア
こ
の
子
は
ま
あ
ね
。
レ
ス
リ
・
ア
ン

・
ダ
ウ
ン
こ
れ
は
第
二
の
キ
ム
・
ノ
ヴ
ァ

ク
に
な
り
そ
う
ね
。×

そ
れ
み
た
こ
と
か
、
や
っ
ぱ
り
美
人
に

は
勝
て
な
い
が
な
・
そ
う
思
う
ア
ン
ダ
い

や
キ
ミ
い
や
オ
メ
イ
サ
マ
の
ド
タ
マ
の
御

低
級
さ
。
お
お
メ
リ
ナ
・
メ
ル
ク
ー
リ
の

あ
の
ド
ス
の
き
い
た
太
い
声
。
お
お
：
…
．

あ
の
バ
ー
ブ
ラ
・
ス
ト
ラ
イ
サ
ン
ド
の
キ

カ
ン
ジ
ュ
ー
さ
な
が
ら
の
台
詞
（
せ
り
ふ
）

の
こ
こ
ち
良
さ
。
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ォ
ン
ダ

の
あ
の
お
で
こ
を
見
て
い
る
だ
け
で
彼
女

の
イ
ン
テ
リ
が
我
が
輩
の
胃
を
キ
ュ
ー
ッ

し
げ
き

１
と
刺
戟
す
る
。
今
や
女
性
の
美
は
ア
タ
マ

の
中
味
。
個
性
。
感
覚
で
す
ぞ
。
な
に
？

道
理
で
ア
メ
リ
カ
に
ホ
モ
が
多
い
っ
て
。

Ｑ
Ｕ

ｌ
３
１
鮒
１

鴎
潮
瀬
騨
鍛
溌
輯

マーシャ・メイスン

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ワ
ら
ん
の
一
種
で
あ
る
。

名
の
示
す
よ
う
に
有
毒
で
あ
る
。
有
毒
で
あ
る
か
ら
も
ち
ろ
ん

有
害
で
あ
る
。

有
害
だ
か
ら
、
い
や
、
有
害
と
思
う
か
ら
男
に
は
気
に
か
か
る

の
だ
。毒

気
の
あ
る
女
に
は
、
何
故
か
男
は
そ
そ
ら
れ
る
ふ
し
が
あ
る

も
の
で
あ
る
。

ら
ん
（
別
名
／
カ
ト
レ
ア
）
と
い
う
の
は
そ
の
形
態
か
ら
し
て

不
思
議
に
女
性
自
身
の
よ
う
で
エ
ロ
チ
ッ
ク
で
あ
る
。

お
ま
け
に
、
こ
れ
が
毒
を
も
っ
て
い
る
と
き
て
い
る
か
ら
男
に

と
っ
て
、
一
種
独
特
の
魅
力
を
発
揮
す
る
の
は
道
理
で
あ
る
。

特
に
、
舌
の
毒
を
持
つ
毒
舌
ら
ん
は
男
に
舌
の
毒
で
か
ら
み
つ

い
て
く
る
の
だ
か
ら
、
仕
末
が
悪
い
の
で
あ
る
。

息
の
根
を
止
め
ぬ
限
り
、
舌
は
動
く
の
だ
か
ら
や
っ
か
い
だ
。

毒
舌
ら
ん
は
、
自
ら
の
死
ま
で
舌
先
か
ら
相
手
か
ま
わ
ず
、
毒

を
ふ
り
ま
き
ち
ら
す
ら
ん
の
一
種
で
あ
る
。

時
に
、
群
棲
し
て
い
る
毒
舌
ら
ん
同
志
の
毒
の
ま
き
散
ら
し
合

戦
は
、
す
さ
ま
じ
い
も
の
だ
。

男
同
志
の
毒
舌
合
戦
な
ど
、
チ
ョ
ロ
コ
ー
ク
て
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
だ
。

た
だ
す

細
川
董
八
文
と
え
／
哲
学
者
Ｖ

毒
舌
ら
ん
に
は
、
や
せ
た
の
も
、
が
っ
ち
り
し
た
の
も
あ
る

が
、
総
体
に
毛
深
い
。

毛
髪
も
、
あ
そ
こ
も
、
く
る
ぐ
ろ
と
し
て
い
る
。
女
優
で
い
え

ば
、
中
尾
ミ
エ
も
そ
の
一
種
、
高
島
忠
夫
さ
ん
の
奥
さ
ん
の
寿
美

花
代
さ
ん
も
こ
の
タ
イ
プ
と
御
推
察
申
し
上
げ
る
。

「
毛
深
い
ね
。
（
定
め
し
、
あ
そ
こ
も
ワ
ラ
ジ
の
よ
う
で
は
？
）
」

な
ど
と
、
い
お
う
も
の
な
ら
毒
舌
ら
ん
の
反
撃
は
、
こ
ち
ら
が

い
い
お
わ
ら
な
い
う
ち
に

「
そ
う
な
の
。
髪
が
多
く
て
困
っ
て
る
の
。
少
し
ぐ
ら
い
抜
け
た

ら
い
い
と
思
っ
て
こ
う
し
て
五
本
の
指
つ
っ
こ
ん
で
、
ガ
バ
ガ
バ

や
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
全
然
抜
け
な
い
の
。
先
生
な
ん
か
ガ
バ
ッ
ノ
．

ガ
バ
ッ
ノ
．
と
抜
け
ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
？
」

と
は
ね
返
っ
て
る
。

同
時
に
、
彼
女
は
、
勝
ち
誇
り
私
の
う
す
く
な
っ
た
頭
を
見
下

す
ま
な
こ
で
私
を
色
っ
ぽ
く
見
据
え
る
の
だ
。

抱
き
つ
い
て
、
食
っ
て
や
り
た
い
気
持
に
な
ら
せ
ら
れ
る
。

。
度
、
海
へ
つ
れ
て
っ
て
沈
め
て
や
ろ
う
か
し
ら
」

と
反
撃
す
る
と

「
ど
う
ぞ
。
ど
う
ぞ
。
先
生
こ
そ
、
海
へ
行
け
ば
髪
が
ワ
カ
メ
の

よ
う
に
と
け
て
お
困
り
に
な
る
の
じ
や
あ
り
ま
せ
ん
？
」

て
な
具
合
に
彼
女
の
毒
舌
は
つ
き
な
い
。

こ
ち
ら
が
、
あ
き
れ
て
い
る
と
、
毒
舌
ら
ん
の
方
は
満
足
そ
う

に
ニ
タ
つ
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
し
か
し
で
あ
る
。

い
か
な
毒
舌
ら
ん
も
、
病
気
に
は
勝
て
ぬ
。

毒
舌
ら
ん
の
、
彼
女
が
入
院
し
た
途
端
、
友
人
達
が
何
と
す
ず

し
い
す
が
す
が
し
い
顔
を
し
て
い
る
こ
と
よ
／

お
ま
け
に
、
毒
舌
ら
ん
で
な
い
女
達
ま
で
、
毒
舌
化
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

１
１４０
１

ワ
蝋
月
雷
ふ

た
だ
す

細
川
董
八
文
と
え
／
哲
学
者
Ｖ

毒
舌
ら
ん

八
郷
Ｖ
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ベ
ッ
ド
に
、
か
な
し
ば
り
に
な
り
や
せ
て
日
当
り
の

よ
く
な
い
な
ま
白
い
下
半
身
か
ら
は
三
本
の
ピ
ー
ー
ー
ル
。
ハ
イ
プ
が

た
れ
下
り
、
目
に
沼
を
浮
べ
て
見
舞
人
の
私
に

「
有
難
う
」

な
ど
と
、
泣
き
声
を
出
す
よ
う
で
は
世
も
末
だ
。

ネ
マ
キ
の
裾
が
乱
れ
て
や
せ
た
太
も
も
の
内
側
ま
で
あ
ら
わ
に

見
え
て
も
、
毒
舌
ら
ん
の
色
気
も
む
し
ろ
あ
わ
れ
に
見
え
て
く
る
。

し
か
し
そ
の
時
、
彼
女
の
一
声
ノ
．

大
体
、
女
は
す
べ
て
毒
舌
ら
ん
の
素
養
を
も
っ
て
い
る
の
か
？

毒
舌
ら
ん
の
友
人
達
は
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ャ
毒
舌
ら
ん
の
病

へ
、
毎
日
、
見
舞
い
に
つ
め
か
け
、
さ
わ
ぎ
廻
っ
て
、
看
謹
婦

’
1４
１

「
先
生
ノ
．
私
の
担
当
医
の
先
生
す
ご
－
く
男
前
ょ
。
今
日
も
日
曜

だ
け
ど
も
う
じ
き
、
ゴ
ル
フ
の
帰
り
に
わ
ざ
わ
ざ
私
の
た
め
に
寄

っ
て
下
さ
る
の
。

ほ
ん
と
う
に
や
さ
し
く
て
親
切
で
、
男
前
で
、
い
い
先
生
な
の
。

先
生
と
違
っ
て
」

や
せ
て
も
枯
れ
て
も
、
毒
舌
ら
ん
。

私
は
、
彼
女
を
頼
も
し
く
さ
え
覚
え
て
、
病
室
を
辞
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
週
間
。

も
う
そ
ろ
そ
ろ
く
た
ぱ
っ
て
い
る
頃
か
と
思
え
ば
彼
女
は
、
元

気
に
な
っ
て
退
院
し
た
。

入
れ
替
り
と
い
え
ば
お
か
し
い
が
、
今
度
は
彼
女
の
友
人
の
毒

舌
ら
ん
が
入
院
し
た
と
聞
か
さ
れ
た
。

日
頃
の
毒
舌
の
た
た
り
で
病
気
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
体

が
弱
く
て
自
分
を
守
る
た
め
に
毒
舌
な
の
か
。

私
に
は
分
ら
な
い
。

院
へ
、
毎
日
、
見
舞
い
に
つ
め
か
け
、
さ
わ
ぎ
廻
っ
て
、

さ
ん
に
怒
ら
れ
、
面
会
謝
絶
を
張
り
出
さ
れ
る
始
末
／
、

手
術
し
た
ば
か
り
な
の
だ
か
ら
当
り
前
だ
。

「
ど
ん
な
様
子
？
元
気
だ
っ
た
？
」

「
い
え
い
え
ノ
。
」

「
弱
っ
て
る
の
？
」

と
聞
く
と

「
そ
り
ゃ
弱
っ
て
る
わ
よ
・
点
滴
の
パ
イ
プ
つ
け
ら

れ
て
、
血
の
気
も
な
い
わ
」

と
一
人
が
答
え
る
と

「
だ
か
ら
私
遠
慮
し
て
行
か
な
い
の
」

と
も
う
一
人
の
毒
舌
ら
ん
の
友
人
が
口
を
出
す
。

毒
舌
ら
ん
一
人
が
入
院
す
る
だ
け
で
、
こ
ん
な
に

大
さ
わ
ぎ
し
て
喜
ぶ
ほ
ど
皆
は
日
頃
毒
気
に
あ
て
ら

れ
て
い
た
と
は
。

元
気
な
毒
舌
ら
ん
が
提
案
し
た
。

「
ち
ょ
っ
と
／
、
お
見
舞
に
、
ロ
ー
ソ
ク
と
戒
名
と
棺

お
け
と
を
セ
ッ
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
な
い
？
」

「
皆
で
、
棺
お
け
に
ビ
ー
ル
を
な
み
な
み
と
つ
い
で

病
室
で
乾
盃
し
ま
し
ょ
う
よ
」

い
か
な
、
き
つ
い
し
ゃ
れ
の
好
き
な
私
も
さ
す
が

に
あ
き
れ
果
て
て
、
一
人
、
し
お
ら
し
く
毒
舌
ら
ん

の
病
室
を
見
舞
っ
た
。

普
段
、
い
か
に
威
勢
の
よ
い
毒
舌
ら
ん
も
病
院
の
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鶏

☆
ク
ラ
ブ
「
蕗
」
が
装
い
新
た
に

三
宮
に
帰
っ
て
き
ま
し
た

料
亭
花
く
ま
「
蕗
」
の
お
か

み
さ
ん
、
清
水
よ
し
子
さ
ん
が

「
お
客
様
に
は
ゆ
っ
た
り
寛
い

で
い
た
だ
け
て
、
私
も
楽
し
く

什
垂
串
の
で
き
る
店
」
レ
ス
ト
ラ

ン
・
ラ
ウ
ン
ジ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
を
Ｋ

・
Ｓ
・
Ｍ
ピ
ル
６
Ｆ
に
⑩
月
妬

日
オ
ー
プ
ン
。
会
員
制
の
ク
ラ

ブ
だ
が
、
昼
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

は
日
頃
〃
ク
ラ
ブ
″
に
縁
の
な

い
女
性
の
方
も
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
あ
る

か
ら
、
開
店
の
５
時
早
々
に
食

事
を
兼
ね
て
来
る
人
も
多
い
。

白
い
壁
、
フ
カ
フ
カ
の
ソ
フ
ァ

ー
、
片
隅
の
白
い
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
と
明
る
い
イ
ン
テ
リ
ア
神

戸
の
新
し
い
応
接
室
だ
。

鋤嵐

ぴっと｡ いん

淵

在

.:.〕‘〆

神戸の名士で賑わうオープン日

凸

メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
プ
「
蕗
」

生
田
区
下
山
手
通
２
丁
目
７
１
１
Ｋ
ｓ

Ｍ
ピ
ル
６
Ｆ
窟
３
９
１
‐
１
５
１
５

☆
「
に
ん
す
ま
」
と
は
…
…

元
町
２
丁
目
に
新
し
く
出
来

た
天
井
の
店
が
「
に
ん
す
ま
」
。

こ
の
不
思
議
な
店
名
は
、
に
ん

に
く
を
純
和
風
お
す
ま
し
に
し

た
こ
の
店
独
得
の
（
商
標
登
録

さ
れ
て
ま
す
）
清
汁
か
ら
付
け

た
も
の
で
、
食
べ
る
方
の
「
に

ん
す
ま
」
は
恥
も
豊
富
に
含
ま

れ
滋
養
強
壮
健
康
に
い
い
と
ご

店
主
自
慢
の
味
。
唄
い
も
少
な

く
か
つ
お
風
味
は
味
に
う
る
さ

い
神
戸
っ
子
に
ぴ
っ
た
り
。

■
に
ん
す
ま
／
神
戸
市
生
田
区
元
町
２

ｌ
ｗ
ｌ
３
衝
独
１
３
１
１
７

天
井
知
円
に
ん
す
ま
Ⅷ
円
に
ん
す

ま
に
ゅ
う
め
ん
畑
円
Ａ
Ｍ
ｕ
時
、
Ｉ
Ｐ

Ｍ
７
時
無
休

開
地
に
あ
っ
た
喫
茶
店
で
絵
画

き
連
中
の
溜
り
場
だ
っ
た
。
中

西
勝
画
伯
の
肝
入
り
で
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
神
戸
二
紀
の
石
腸

悦
三
、
犬
童
徹
、
上
西
良
一
、
山

崎
朔
三
の
四
氏
が
壁
面
を
飾
っ

た
。
本
格
派
の
紅
茶
が
売
り
物

で
、
店
内
は
マ
ホ
ガ
ニ
ー
調
の

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
、
優
雅
な

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
ひ
と
時
を
。

■
Ａ
Ｍ
ｍ
ｉ
Ｐ
Ｍ
７
虜
嘘
１
５
４
０
９

☆
理
屈
ぬ
き
の
ア
ル
デ
ィ
ラ

、
月
３
日
ま
た
一
つ
新
し
い

花
が
咲
い
た
よ
う
な
店
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
ピ
ン
ク
の
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
も
鮮
や
か
に
そ
の
名
も

「
ア
ル
デ
イ
ラ
」
。
カ
ウ
ン
タ
ー

と
テ
ー
ブ
ル
の
あ
る
心
や
す
ま

る
広
さ
の
こ
の
店
は
、
か
も
ネ

ギ
会
な
ど
で
活
躍
の
木
村
忠
昭

さ
ん
が
オ
ー
ナ
ー
。
だ
か
ら
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
値
段
と
何
よ

り
も
親
し
み
や
す
い
雰
囲
気
に

人
気
が
集
ま
っ
て
い
る
。

■
ア
ル
デ
ィ
ラ
／
生
田
区
中
山
手
通
１

丁
目
“
花
州
園
ピ
ル
Ｂ
Ｆ
奮
致
１
２

８
８
５
年
内
無
休

☆
あ
の
懐
し
の
リ
リ
ッ
ク
が
…

ブ
テ
ィ
ッ
ク
替
蔽
の
オ
ー
ナ

mｉ

÷iｌ
－－－ｊｉ
÷iｌ
－－－ｊｉ

1 1

鶏

中西画伯から祝福される
村尾さん

蕊
－
村
尾
美
恵
さ
ん
が
ｎ
月
３
日

阪
急
岡
本
駅
前
加
藤
ピ
ル
２
Ｆ

に
画
廊
喫
茶
リ
リ
ッ
ク
を
オ
ー

プ
ン
し
た
。
リ
リ
ッ
ク
と
い
う

名
前
は
知
る
人
ぞ
知
る
昔
、
新

雪＝曇

にんすま

１
１４２
１

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

テ
ィ
ー
＆
ス
ナ
ッ
ク

①
鴎
再
ｃ

生
田
区
楠
町
六
丁
目
交
差
点
北
角

南
ピ
ル
３
Ｆ
宙
訓
１
３
３
６
９

小
じ
ん
ま
り
と
し
た
粋
な

サ
ロ
ン
で
あ
る
。
ま
た
こ
の

茶
色
の
部
屋
に
ふ
さ
わ
し
い

シ
ッ
ク
な
美
女
丸
山
さ
ん
が

マ
マ
と
し
て
「
好
き
な
よ
う

に
仲
間
と
飲
ん
で
く
だ
さ
い

ナ
」
と
や
さ
し
く
微
笑
ん
で

く
れ
る
。

「
の
四
○
」
エ
グ
ロ
・
こ
の

名
は
ス
イ
ス
の
エ
グ
ロ
コ
ー

ヒ
ー
か
ら
き
た
も
の
で
、
も

ち
ろ
ん
一
杯
捌
円
で
泡
立
つ

コ
ー
ヒ
ー
が
味
わ
え
る
。
朝

十
時
ｌ
夜
十
一
時
迄
。
藤
谷

明
正
さ
ん
の
し
ゃ
れ
た
イ
ン

テ
リ
ア
は
落
ち
着
く
。
夜
は

小
田
洋
子
さ
ん
の
ギ
タ
ー
の

弾
き
語
り
が
入
っ
て
い
い
ム

ー
ド
。
オ
ー
ル
ド
￥
４
８
０

０
、
オ
ー
ル
ド
パ
ー
￥
１
０

０
０
０
、
ク
レ
イ
モ
ア
￥
５

０
０
０
と
と
て
も
や
す
く
仲

間
同
志
の
サ
ロ
ン
に
使
っ
て

み
て
は
…
。

ママの丸山さんを囲んで
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P

s 神戸元町で生まれた美味・

とんかつ
豪華さとくつろぎと本物の味

鏡

と
い
初

織蕊

蕊
南一

霊霊

肝協拙

;驚霞態：”・騨熱鵠；
評

三面

●
ビ
ー
フ
（
神
戸
肉
）
か
つ

⑨
ピ
ー
フ
バ
タ
ー
焼

，
口
Ｉ
ル
か
つ
定
食

●
チ
ー
ズ
か
つ
定
食

，
ヘ
レ
か
つ
定
食

，
ロ
ー
ス
か
つ
定
食

②
海
老
か
つ
定
食

、
か
き
フ
ラ
イ

仏I 調睡『屋

気品ある雰囲気のなかでおくつろぎください

三宮・フラワーロード（神戸市役所前）
T E L O 7 8 - 2 3 2 - 4 6 4 3

神
戸
市
生
田
区
元
町
通
一
丁
目
二
四

電
話
（
○
七
八
）
三
三
一
・
九
三
七
六

ハイセンスな神戸っ子の憩いのオアシス
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〃卿〃脚“

ロマンティックなクリスマスの夜は、落ち着いた
大人のムードのなかでお過ごし下さい

唾鰯興から琴
神戸市生田区下山手通2 丁目7 - 1 ( 生田新道）ＫＳＭビル1 Ｆ

ＴＥＬ３３２－５６１６
６: O O P M - O : O O A M 日曜・祝日体

（1 2 月3 0 日～１月６日は休ませていただきます）

MerryCllristmas

零塵リ
○ヘレステーキ･ ･ ･ ‘…･ ………, ･ ･ ･ 5 , 8 0 0 円
○へレミニステーキ･･･…．．…･･･ ･ 4 , 5 0 0円
○アワビのバター焼き･ ……･ …・時価
○カキのバター焼き･ …･ ……･ …1 , 5 0 0 円

●
ランチタイム（正午－２時）

○焼肉定食…………･……･ ･ ･ ･ ･…1 , 2 0 0円
○バーベキュ定食･ …………･ …・7 0 0 円

●

グループでお越しの場合は、予約をお願いいたします。

風
ＴＥＰＰＡＮ－ＹＡＫＩ

ＴＳＵＫＩ
三宮・生田新道ＴＥＬ3 3 1 - 2 5 0 9
０：ＯＯｐＭ－１０：０ＯＰＭ日曜日定休

( 1 2 月3 0 日一１月４日は休ませていただきます）
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